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６
月
16
日（
土
）、
坂
内
諸
家
地
区
内
で
、

「
品
又
谷
第
１
砂
防
堰
堤
・
品
又
谷
第
２
砂

防
堰
堤
流
木
対
策
工
事 

完
成
披
露
会
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

本
工
事
は
、
品
又
谷
第
１
・
第
２
砂
防
堰

堤
の
流
木
補
足
効
果
を
高
め
る
た
め
に
平
成

27
年
９
月
に
着
工
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
の

完
成
に
伴
い
、
諸
家
地
区
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
み
な
ら
ず
、
下
流
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

も
安
全
で
安
心
な
生
活
の
確
保
に
寄
与
す
る

施
設
と
な
り
ま
し
た
。

披
露
会
に
は
、
管
理
者
の
国
土
交
通
省
越

美
山
系
砂
防
事
務
所
や
地
域
住
民
、
工
事
関

係
者
約
50
人
が
参
加
し
、
町
長
は「
砂
防
は

町
だ
け
で
な
く
国
土
を
守
る
こ
と
。
山
と
川

を
守
る
こ
の
事
業
に
感
謝
し
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
減
災
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

６
月
30
日（
土
）、
坂
内
川
上
の
夜
叉
ヶ
池

登
山
口
駐
車
場
で
、
夜
叉
ヶ
池
の
山
開
き
と

今
年
１
年
の
登
山
者
に
対
す
る
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
で
は
、
町
長
が「
夜
叉
ヶ
池

は
伝
説
の
池
と
し
て
人
気
が
あ
り
、
毎
年
多

く
の
方
が
訪
れ
て
い
る
、
町
の
大
き
な
財
産

で
あ
る
。
新
緑
か
ら
紅
葉
ま
で
の
景
色
を
今

日
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
の
後
、
山
開
き
を
待
ち
わ
び

た
多
く
の
登
山
者
が
、
山
岳
警
備
隊
か
ら
登

山
届
の
必
要
性
が
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
受
け

取
り
、
神
秘
的
な
夜
叉
ヶ
池
を
目
指
し
、
新

緑
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
元
気
よ
く
登
っ

て
行
き
ま
し
た
。

な
お
、
夜
叉
ヶ
池
登
山
は
、
毎
年
降
雪
が

あ
る
11
月
上
旬
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

７
月
９
日（
月
）
か
ら
13
日（
金
）
ま
で
、

町
内
小
学
校
５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対

象
と
し
た「
Ｊ
Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト『
夢
の
教
室
』」
が
開
か
れ
ま
し
た
。　

こ
の
事
業
は
、
夢
を
も
つ
こ
と
や
そ
の
実

現
に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
仲

間
と
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
目
的
で
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
講
師
を
招
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

11
日（
水
）
は
、
谷
汲
小
学
校
に
お
い
て
、

谷
汲
小
学
校
と
坂
内
小
学
校
の
児
童
を
対
象

に
夢
の
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
の

「
夢
先
生
」
は
、
サ
ッ
カ
ー
元
日
本
代
表
の

前ま
え

田だ

治お
さ
む

さ
ん
が
務
め
ま
し
た
。
前
半
は
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
を
学
ぶ
ゲ
ー
ム
で
心
と

体
を
ほ
ぐ
し
、
後
半
は
前
田
さ
ん
が
夢
を
実

現
す
る
ま
で
の
体
験
談
を
聞
き
な
が
ら
、
自

分
の
夢
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
前
田
さ
ん

か
ら
は
楽
し
く
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と

の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。

７
月
11
日（
水
）、
𦙾
永
地
区
区
長
会
お
よ

び
揖
斐
地
区
交
通
安
全
協
会
𦙾
永
支
部
は
、

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
一
環
と
し
て
、

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
の
国
道
４
１
７
号
線
沿

い
で
交
通
安
全
人
波
作
戦
を
実
施
し
ま
し

た
。𦙾

永
地
区
の
住
民
な
ど
約
60
名
が
参
加

し
、
駅
の
利
用
者
や
通
学
・
通
勤
者
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
人
波
作
戦
を
主
催
し
た
𦙾
永
地

区
区
長
会
の
大お
お

郷ご
う

代
表
区
長
は
、「
揖
斐
駅

周
辺
は
、
特
に
朝
と
夕
方
、
車
に
よ
る
送
迎

や
、
歩
行
者
、
自
転
車
の
利
用
者
で
混
雑
す

る
場
所
で
あ
り
、
今
回
の
人
波
作
戦
で
多
く

の
地
域
住
民
に
よ
る
効
果
的
な
啓
発
活
動
が

実
施
で
き
た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
夢
の
教
室
」

～
夢
を
も
ち
努
力
す
る
大
切
さ
を
学
ぶ
～

交
通
安
全
人
波
作
戦

夜
叉
ヶ
池
山
開
き

坂
内
諸
家
地
区
砂
防
堰
堤

流
木
対
策
工
事
完
成
披
露
会

▲完成披露会後の関係者による集合写真

▲山岳警備隊から登山届の説明を受ける登山者

▲夢先生（中央）と一緒にゲームを楽しむ
子どもたち

▲人波作戦の様子
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７
月
13
日（
金
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
小
学

生
県
外
研
修
派
遣
事
業
の
認
定
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
揖
斐
川
町
と
友
好
都
市

提
携
を
締
結
し
て
い
る
北
海
道
芽
室
町
に
12

人
の
児
童
が
、
地
域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
全
国

連
絡
協
議
会
な
ど
で
交
流
を
深
め
て
い
る
高

知
県
宿
毛
市
に
、
８
人
の
児
童
が
参
加
し
ま

す
。　今

年
で
16
回
目
の
派
遣
と
な
る
芽
室
町
で

は
、
児
童
が
大
規
模
農
業
な
ど
を
体
験
し
、

同
じ
く
８
回
目
の
派
遣
と
な
る
宿
毛
市
で

は
、
漁
業
な
ど
を
体
験
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
研
修
に
よ
り
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
感
性
豊
か
な

児
童
を
育
成
し
、
将
来
の
揖
斐
川
町
の
人
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

７
月
14
日（
土
）、
春
日
六
合
地
内
の
か
す

が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
で
、ま
た
、

７
月
17
日（
火
）、
東
横
山
地
内
の
い
び
川
温

泉「
藤
橋
の
湯
」
で
い
ず
れ
も
来
館
者
が

１
５
０
万
人
を
達
成
し
、
記
念
式
典
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
は

平
成
９
年
４
月
に
開
館
し
、
21
年
で
の
達
成
、

い
び
川
温
泉「
藤
橋
の
湯
」
は
平
成
19
年
４
月

に
開
館
し
、
11
年
で
の
達
成
と
な
り
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
富
田
町
長
か
ら
１
５
０
万

人
目
の
来
館
者
に
食
事
券
や
地
元
産
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
関
係
者

と
と
も
に
く
す
玉
を
割
っ
て
達
成
を
祝
い
ま

し
た
。

７
月
４
日（
水
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ロ
シ
ア
と

の
友
好
・
親
善
を
す
す
め
る
会（
東
横
山
・

横
山
周
導
理
事
長
）
の
招
き
に
よ
り
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
は
な
も
も
で
開
催
さ
れ
る
日

露
交
歓
コ
ン
サ
ー
ト
に
合
わ
せ
て
来
町
し

た
、
ロ
シ
ア
・
ア
ム
ー
ル
州
イ
ワ
ノ
フ
カ
村

の
オ
リ
シ
ェ
フ
ス
カ
ヤ
村
長
と
イ
ワ
ノ
フ
カ

少
年
少
女
合
唱
団
な
ど
13
人
が
町
長
を
表
敬

訪
問
し
ま
し
た
。

合
唱
団
は
北
方
小
学
校
を
訪
問
し
、
揖
斐

川
町
と
イ
ワ
ノ
フ
カ
村
と
の
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

７
月
17
日（
火
）、
神
戸
市
日
仏
協
会
主
催

の「
パ
リ
祭
」
に
合
わ
せ
て
来
日
し
た
、
フ

ラ
ン
ス
・
サ
ン
シ
ー
ル
市
の
サ
ン
シ
ー
ル
日

仏
友
好
協
会（
上
南
方
・
保
井
円
会
長
）
代

表
団
15
人
が
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

代
表
団
は
揖
斐
川
町
に
到
着
後
、
ヤ
ナ
で

の
昼
食
や
大
和
神
社
で
の
旅
行
安
全
祈
願
、

桂
地
区
の
茶
畑
を
散
策
す
る
な
ど
、
揖
斐
川

町
を
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
揖
斐
川
町
と
サ
ン
シ
ー
ル
市
と
の

交
流
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

来
館
者
１
５
０
万
人
達
成
！

ロ
シ
ア
・
イ
ワ
ノ
フ
カ
少
年
少
女

合
唱
団
が
町
長
を
表
敬
訪
問

フ
ラ
ン
ス
・
サ
ン
シ
ー
ル
日
仏

友
好
協
会
が
町
長
を
表
敬
訪
問

小
学
生
県
外
派
遣
団
認
定
式

▲フランス・サンシール市からの訪問団

▲ロシア・イワノフカ少年少女合唱団の訪問団

▲いび川温泉「藤橋の湯」での
記念式典

▲かすがモリモリ村リフレッシュ
館での記念式典

▲認定証を受けとる児童



2018. 9  Public Information IBIGAWA 6

７
月
26
日（
木
）、
揖
斐
川
町
と
友
好
都
市

提
携
を
締
結
し
て
い
る
北
海
道
芽
室
町
の
小

学
生
派
遣
団
14
人
が
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

派
遣
団
は
、
揖
斐
川
町
に
28
日（
土
）
ま

で
滞
在
し
、
27
日（
金
）
に
は
清
水
小
学
校

を
訪
れ
、
お
互
い
の
町
と
小
学
校
の
紹
介
を

発
表
す
る
な
ど
し
て
交
流
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
は
、
谷
汲
山
華
厳
寺
の
参
拝
や

い
び
茶
販
売
施
設
で
の
お
茶
の
入
れ
方
講

座
、
歴
史
民
俗
資
料
館
の
見
学
、
徳
山
ダ
ム

の
見
学
、
木
工
体
験
な
ど
町
内
各
地
で
研
修

を
行
い
ま
し
た
が
、
小
学
生
派
遣
団
は
、
厳

し
い
暑
さ
に
負
け
ず
揖
斐
川
町
を
満
喫
し
ま

し
た
。

７
月
28
日（
土
）
と
29
日（
日
）
の
２
日
間
、

夜
叉
ヶ
池
伝
説
に
な
ぞ
ら
え
て
、
夜
叉
姫
ゆ

か
り
の
神
戸
町
か
ら
坂
内
の
夜
叉
ヶ
池
ま
で

を
往
復
す
る「
夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
延
長
が
１
３
５
㎞
と
い
う
過
酷
を

極
め
た
こ
の
大
会
に
は
、
今
年
も
全
国
か
ら

多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
神
戸
町
役
場
を
ス
タ
ー
ト
し
、

揖
斐
川
沿
線
を
走
り
、
坂
内
広
瀬
の
遊
ら
ん

ど
坂
内
を
目
指
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
早
朝
に
坂
内
広
瀬
の
坂
内
交

流
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、
悪
天
候
の
た

め
、
坂
内
川
上
の
坂
内
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
で
折

り
返
し
て
ゴ
ー
ル
の
神
戸
町
役
場
を
目
指
し

ま
し
た
。

な
お
、28
日（
土
）
に
同
時
開
催
の
夜
叉
ヶ

池
伝
説
道
中
ま
つ
り
は
台
風
12
号
の
影
響
で

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、ス
タ
ー
ト
前
に
は
、

龍
神
の
舞
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
の
気
持
ち

を
高
ぶ
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

８
月
４
日（
土
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
は
町
内
各
地
で
、
揖
斐
川
町
商
工

会
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、夕
方
か
ら
は
、

「
屋
台
村
」
や「
民
踊
流
し
お
ど
り
」、「
行
灯

か
ざ
り
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
祭
り
の
最
後
を
飾
る「
あ
り
が
と

う
花
火
」
で
は
、
み
ん
な
の
願
い
や
感
謝
を

こ
め
て
シ
ー
ル
に
書
い
て
貼
っ
た
花
火
玉

が
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
と
も
に
、
い
び
が
わ
の
夜
空
に
打
ち
上
げ

ら
れ
る
と
会

場
に
訪
れ
た

３
５
０
０
０

人
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。

有

料

広

告

欄

い
び
が
わ
の
祭
り

～
あ
り
が
と
う
花
火
～

夜
叉
ヶ
池
伝
説
マ
ラ
ニ
ッ
ク

北
海
道
芽
室
町
の
児
童
が
来
町

▲北海道芽室町からの訪問団

▲スタート前に披露された龍神の舞

▲いびがわの夜空を彩った
打ち上げ花火

▲花火の打ち上げ会場に向かう人で賑う
屋台周辺


